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結腸憩室炎に起因したS状 結腸膀胱痩の1例

清水市立清水総合病院泌尿器科(主 任:村 上泰秀博士)

宮 北 英司*・村上 泰秀

清水市立清水総合病院外科(主 任=小 坂昭夫博士)

桜 井 洋一**・ 小坂 昭夫

   A CASE OF SIGMOIDVESICAL FISTULA COMPLICATING 

            DIVERTICULITIS OF THE COLON 

                Hideshi MIYAKITA and Yasuhide MURAKAMI 

                  From the Department of Urology, Shimizu City Hospital 

                             (Director: Y. Murakami, M. D.) 

                   Youichi SAKURAI and Akio KOSAKA 

                   From the Department of Surgery, Shimizu City Hospital 

                                (Director: A. Kosaka, M.D.) 

   The clinical course of sigmoidvesical fistula due to rupture of colonic diverticulitis is 

described. The patient, a 72-year-old-man, had chief compliants of cloudy urine, pneumaturia 

and fecaluria. The fistula was diagnosed by cystoscopy. In this case, primary resection of 

the sigmoid colon and wedge resection of the bladder including fistula were performed, and 

the sigmoidvesical fistula was completely cured. 

   Statistical analysis was made on 43 casec of colovesical fistula due to diverticulitis in 

Japan including our own case. 

Key  words  : Diverticulitis of colon, Sigmoidvesical  fistula

緒 言

近年,結 腸憩室症は,診 断技術の進歩,食 生活の欧

米化,社 会の高齢化などにともない,そ の報告例が増

加している.最 近,わ れわれは結腸憩室症に合併した

S状 結腸膀胱痩を経験 したのでその症例の呈示をおこ

なうとともに,自 験例を含めて本邦43例 について文献

的考察を加えたので報告する.

症 例

患者:72歳 男性

主訴:混 濁尿,気 尿,糞 尿

*現=東 海大学医学部泌尿器科

**現:慶 鷹義塾大学医学部外科

既往歴:45歳 時虫垂炎にて手術

55歳 時両膝関節炎

68歳 時前立腺肥大症にてTUR-P

家族 歴:父 母ともに高血圧

現病歴:1982年 夏 より混濁尿に気付いていたが放置

していた.1983年i月 近医受診し,膀 胱炎の治療する

も軽快せず当科紹介された.そ の後気尿,糞 尿出現す

るようになり,大 腸との痩孔を疑われ,1983年9月15

日注腸施行し,左 側結腸憩室症を認め,精 査 目的にて

入院した.

現症:体 格中等大,栄 養良好.胸 腹部に異常所見は

認めなかった.

検査所見:末 梢血液1白 血球8,800/μ1,赤 血球333

×104/Ptl,HbIo.39/d1,Ht30%,左 方移動(+),

血液化学=T.P.6.89/dl,GOTl3U!1,GPTi4
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Fig.1.IVP
Fig.3.Cystography:後 壁 上部 に 一 部 硬 化 像 を認 め

た が溢 流 像 は 認 め な い.
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Fig.2Bacnema=下 行 結 腸 か らS状 結 腸 に か け て

多発 憩 室 を認 め,S状 結 腸 に 一 部 狭 窄 を認 め

る,

u/1,LDH280u/1,Al-PI89u/l,BUN16mg/dl,

cr1.3mg/dl,Na142mEq/l,K4.1mEq!1,cllo8

mEq/l,CEA2.1ng/m1(Z-gel)尿 所 見=混 濁(+),

糖(一),蛋 白(+),潜 血(+),沈 渣:RBC15～201

hpf,wBcloo以 上/hpf,Epi.1～3!hpf,尿 細 胞 診

classL尿 培 養.Strept・cecsusSPIO7/mL

X線 所 見

排 泄 性 腎 孟造 影 ・両 腎 と も排 泄 良 好 で と くに異 常 を

認 め な か った(Fig.1).

注 腸 造 影 下 行 結腸 か らS状 結 腸 に か け て 多発 憩 室

を認 め た.ま た,S状 結 腸に 一 部狭 窄 部 が 認 め られ た

(Fig.2).

膀 胱 造 影=膀 胱 後 壁 上 部に 硬 化 像 を認 め た が 造影 剤

の膀 胱 外 温 流 像 は 認 め な か った(Fig.3).

膀 胱 鏡所 見 ・膀 胱 頂 部 右 後 壁 の痕 孔 か ら糞 便 の流入

を 認 め た(Fig.4).

血 管 造影:結 腸 に 狭 窄 部 が 存 在 す るた め,悪 性 腫 瘍

す なわ ち 結腸 癌 に よ る膀 胱 腸 繧 を 否 定 す る意 味 で血 管

造 影 を 施 行 した が,あ きらか な新 生 血 管 お よび腫 瘍 性

濃 染 は 認 め られ なか った(Fig.5).

以上 よ り結 腸 憩 室炎 に 起 因 したS状 結 腸 膀 胱痕 と診

断 し,1983年10月3日 全麻 下 に 手 術 施 行 した.

手 術所 見:下 腹 部 正 中 切 開 に よ り腹 腔 内に 入 り,注

腸 に て 認 め られ たS状 結 腸 の狭 窄 部 は一 塊 とな っ て,
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Fig.4.Gystoscopy:糞 便 の 流 入 を 認 め る.
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Fig.5.Angiography:腫 瘍 性 血 管 は認 め な い.

膀胱と癒着していた.癒 着を剥離し,そ の部のS状 結

腸部分切除と膀胱部分切除術を一期的に施行した,

病理組織像=痩 管周囲に著明な炎症細胞の浸潤を認

め,悪 性腫瘍細胞は認めなかった(Fig.6).

経過:術 後は順調に経過し,第26病 日目に軽快退院

した.

考 察

結腸憩室症の合併症としては憩室炎,穿 孔,出 血,

膿瘍形成,繧 孔形成などがある,痩 孔形成のうちS状

結腸膀胱縷は比較的まれな疾患で欧米では,結 腸憩室

症は左側型に多いことを反映して,多 数の報告例があ

り,Mayoら1)に よると結腸憩室症における全合併症

のうち22.8%を,Colcockら2)の 集計では,結 腸憩

室全手術件数の19.0%を,ま たWard3)に よると2

%と 報告している.し かし,本 邦では結腸憩室炎に続

発するものが非常に少ないのは,憩 室発生部位が右半

結腸に多いことが考えられてきたが,近 年食生活の欧

米化にともないS状 結腸を中心とした左半結腸憩室の

増加が指摘されてお り4、6),その増加が裏づけされて

いる.本 邦では自験例を含めて43例 の報告をみるにす

ぎない(Table1・r3)こ れ ら本邦報告例を検討する

と,性 別では,男 性31例,女 性9例,・ 不明3例 と男性

に多 く,欧 米と同様な傾向がみられている.女 性に少

ない原因としては,子 宮および付属器に よって,結 腸

と膀胱の間に痩孔が形成 しに くいことが考えられる7・

8).年 齢は本邦報告例では30歳 代1例,40歳 代16例,

50歳 代8例,60歳 代10例,70歳 代5例 で平均55.375歳

であった.60歳 前後にもっとも多い9"'!1)とされている

が本邦では40歳 代に多 くなっている.症 状は,や は り

膀胱炎症状を訴えるものがもっとも多く,記 載のある

もの38例 中22例,つ いで気尿19例,糞 尿15例,下 腹部

痛12例,発 熱8例,混 濁尿6例 であった(Table4).

頻尿,膿 尿,排 尿時痛などの膀胱炎症状の出現は,結

腸膀胱痩もしくは膀胱周囲炎が存在していることを意

味してお り,憩 室の炎症から膿瘍形成,痕 管形成され

てくることが考えられる.し かし,全 身的重症感染症



Table1

報 告 者 年齢 性 主 訴 病悩期間 憩 室 診断 根拠 痩孔証明 治 療 法 転帰

1佐 藤(1937)

2関 村(1957)

3勝 見 ・ほ か(1970)

4中 村(1970)

5後 藤(1970)

6服 部 。ほ か(1971)

7谷 川 ・ほ か(1972)

47男

32女

44男

64男

48女

66男

56男

腹部 膨満,便 秘,下 血,

糞尿,膀 胱炎症状

膀胱 炎症 状,下 腹部痛

気尿,糞 尿,頻 尿

下腹部痛,混 濁尿

下腹部痛,混 濁尿

気尿,糞 尿,下 腹部痛

混濁尿,気 尿

8斉 藤 ・ほ か(1973)45男 気 尿,頻 尿,排 尿 痛

9斉 藤,●`まカ、(1973)

10小 林.・ ほ か(1973)

H武 本 ・ほ か(1973)

12黒 田 ・ほ か(1974)

13岡 部rほ か(1974)

14岡 部 。ほ か(1974)

15吉 岡 ・ほ か(1974)

16吉 岡 ・ほ か(1974)

42

56

75

66

45

女

男

女

女

男

68男

56男

58男

気尿,頻 尿,残 尿感

発熱,気 尿,糞 尿

気尿,糞 尿,頻 尿

頻尿,糞 尿

左下腹部痛,腋 尿

頻尿 、気尿,排 尿時 痛

臣年

経 口大腸造影

膀胱鏡,膀 胱造影

S状 結腸 膀胱鏡,膀 胱造 形,注 腸 影

5ヵ 月 全 結腸

1年2ヵ 月 全結腸

3年 全結腸

15年

2年2ヵ 月

8週

下行一

S状 結 腸

S状 結腸

下 行一

S状 結腸

5ヵ 月 全結腸

全結腸

全結腸

レ線

注腸

注腸,膀 胱鏡,膀 胱造影,

膀胱 内色素注入

注腸,膀 胱鏡

膀胱鏡

膀胱鏡,注 腸,直 腸鏡

膀胱鏡,注 腸

膀胱鏡,注 腸,膀 胱造影

膀胱造影,注 腸

注腸,直 腸鏡

レ線

レ線

有 り

有 り

無 し

有 り

有 り

有 り

有 り

有 り

有 り

有 り

有 り

有 り

有 り

有 り

有 り

人工肛門造設術

手術

S状 結腸切除,

膀胱部分切除

(一期的)

痩切除

S状 結腸切除,

痩孔切除,(一 期 的)

S状 結腸切 除,

膀胱 部分切 除

(一期的)

全憩 室結腸切除

膀 胱部分切除

(一期的)

痩孔閉鎖術

人工肛 門

S状 結腸切除,

回腸切除,(一 期的)

S状 結 腸切 除

膀胱部分切 除

(一期 的)

S状 結腸切除

(一期 的)

治癒

治癒

治癒

治癒

治癒

治癒

=

露

識

巴

刈

δ
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報 告 者 年齢 性 主 訴

17多 田(1976)76

18岡 空(1977)40

19多 羅 尾(1978)62

20中 田 ・ほ か(1978)

21石 塚 栄(1978)7)62

22徳 原 ・ほ か(1979)13)46

23瀬 田(1979)14>65

24石 塚 慶(1980)15)53

25島 瀬(1980)16)45

26五 十 嵐(1980)17)41

27喜 多(1980)18)

28力口藤(1980)tg)

29力口藤(1980)19)

30池 永(1980)

31石 本(1981)4》

32藤 本(1981)2e)

男

男

女

女

男

男

男

男

男

右下腹部痛,発 熱,嘔 吐

気尿,糞 尿,排 尿時痛

発熱

気尿,頻 尿,発 熱

尿路系 症状

頻 尿,排 尿痛,下 腹 部

不快 感

発 熱,混 濁尿

下腹部痛,糞 尿

気尿,糞 尿

排尿痛,気 尿,糞 尿

頻尿,気 尿,残 尿感

41男 腹膜 炎

69女

77男 気 尿,頻 尿,糞 尿

57男 下腹部不快感

Table2

病悩期間 憩 室 診 断 根拠

1ヵ 月

3ヵ 月

8ヵ 月

3週

3ヵ 月

6年

2年

2ヵ 月

4年

下行一

S状 結腸

S状 結腸

下行一

S状 結腸

上行結腸

S状 結腸

S状 結腸

全結腸

上行結腸

S状結腸

全結腸

上行結腸

S状結腸

S状 結腸

1ヵ 月S状 結腸

注腸

注腸

注腸,膀 胱鏡

注腸,膀 胱 鏡

注 腸,膀 胱鏡,膀 胱造影

注腸,膀 胱鏡

注腸,膀 胱鏡

注腸,膀 胱鏡

手術時

注腸,膀 胱鏡,膀 胱造影

直腸鏡

注腸

痩孔証明 治 療 法

無 し

有 りS状 結腸切除

(一期 的)

有りS状 結腸切除

(一期的)

S状 結腸切除

膀胱部分切除

有りS状 結腸切除

膀胱部分切除

有りS状 結腸切除

(一期的)

有り

無しS状 結腸切除

(一期的)

膀胱部分切除

人工肛門→閉鎖

有 り

有 り

結腸亜全 摘出術

人工肛 門

S状 結腸切除

(一期 的)

月妾月光音β分切 除

S状 結腸切除

膀胱部分切 除

転帰

治癒

治癒

治癒

治癒

治癒

治癒

治癒

治癒

詩

卿
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Table3

報 告 者 年齢 性 主 訴 病悩期間 憩 室 診 断根 拠 痩孔証明 治 療 法 転機

33桜 木 ・ほ か(1980)21)73男 頻 尿,排 尿 痛,気 尿

34斉 藤(1981)22)

35瀬 田(1981)23)

36伊 東(1981)24)

37根 本(1982)25)

38光 野(1982)11)

39村 上(1982)25)

40西 村(1983)27)

41越 矢口(S984)28)

42吉 村(1984)29>

43自 験イ列(1984)

50男 頻尿,排 尿痛

46男 下腹部痛,混 濁 尿,発 熱

49男 気尿,下 腹部 不快 感

48男 下腹部痛,排 尿痛

46男 発熱,気 尿,糞 尿,

下腹部不快感

11ヵ 月S状 結腸

数ヵ月S状 結腸

注腸,膀 胱鏡 有 り

注腸,膀 胱鏡,膀 胱二重造影 有 り

大腸 フアイバ ース コープ

2年3ヵ 月S状 結腸 注腸,膀 胱鏡

2年3ヵ 月S状 結腸 膀胱鏡

3年 下行一

S状 結腸

6ヵ 月

60女 排 尿痛,気 尿,下 腹 部痛1ヵ 月

58男 尿 道痛,発 熱,糞 尿

67男 膀胱刺激症状,腋 尿

44男 頻尿,排 尿終末時痛

72男 混濁尿,気 尿,糞 尿

1カ 月

2週

注腸,膀 胱鏡

S状 結腸 注腸,膀 胱鏡,膀 胱造影

S状 結腸 注腸,膀 胱造影,痩 孔造影

全結腸 注腸,膀 胱鏡,膀 胱造影,

CT

S状 結腸 膀胱鏡,膀 胱造影,注 腸

1年 上行結腸

S状結腸

8ヵ 月 下行一

S状 結腸

注腸,膀 胱造影,

大腸フ ァイバ ースコープ

注腸,膀 胱鏡,膀 胱 造影.

直腸鏡

無し

無し

無し

無し

有り

無し

有り

有り

有り

S状 結腸切除

膀胱部分切除

S状 結腸切除

(一期的)

膀胱部分切除

S状 結腸切除

膀胱部鼻切除

S状 結腸切除

膀胱部分切除

S状 結腸切除

(一期的)

膀胱部分切除

S状 結腸切除

膀胱部分切除

↓

縫合不全,人 工肛門

↓

閉鎖

S状 結腸切除

膀胱部分切除

S状 結腸切除

(一期的)

膀胱部分切除

S状 結腸切除

膀胱部分切除

S状 結腸切除

膀胱部分切除

S状 結腸切除

(一期的)

膀胱部分切除

治癒

治癒

治癒

治癒

治癒

治癒

治癒

治癒

治癒

治癒

治癒
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1肇
Histopathologicalfindings:膀 胱 腸 痩 形成 部 位 で は,好

中 球 を中 心 と した 炎 症 細 胞 の 浸潤 が い ち じ る しい.

症状

Table4

膀胱炎症状

気尿

糞尿

下腹部痛

発熱

混濁尿

下腹部不快感

22例

19例

15例

10例

8例

6例

4例

Table5

0-4週1ヵ 月一6ヵ 月7ヵ 月一12ヵ 月1年 以上

6f列7f亨113f列12{列

検査法

Table6

注腸

膀胱鏡

膀胱造影

直腸鏡

大腸ファイバースコープ

膀胱内色素注入

膀胱二重造影

痩孔造影

CT

29例

25例

12例

4例

2例

1例

1例

1例

1例

をおこしたものは,喜 多ら18)の腹膜炎をおこし手術時

診断したもの以外は尿路系の重症感染症もしくは敗血

症を起こしたものはみられていない.さ らに病悩期間

は比較的長いものが多く,記 載のあきらかなものは,

4週 以内が5例,1～6ヵ 月間が7例,7～12ヵ 月が

3例,1年 以上が12例 となってお り(Table5),比 較

的長く最長15年 間の症例 もある.結 腸膀胱痩の診断に

は,注 腸検査および膀胱鏡検査がもっとも施行されて

おり(Tablc6),有 用 な検査法とされている.注 腸造

影法による最大の利点は大腸病変の把握,痩 孔の確認

および造影剤の膀胱内流入の証明である.し かし注腸

による懐孔確認は報告者によって16～78%と かな りの

差を認めるが,本 邦では光野ら11)は74%と 報告してい

る.膀 胱鏡検査は肉眼的に腰孔確認 と膀胱粘膜所見が

得られ有用な診断法であるが,痩 孔確認は一般に困難

で33～57%で あるとされているにすぎない1D.し かし,

本症例のように便の流入を肉眼的に確認できる場合も

みられ,ま た粘膜病変は全例に認められている.膀 胱

造影 も有用な検査法に思われるが案外診断率は低 く28

～33%oと されている10).そ の他大腸フ アイバースコー

プ,直 腸鏡など大腸からのアプローチによる痩孔証明

は困難なようであ り,炎 症をともなう際は疹痛などの

ため挿入が困難なようである4).排 泄性腎孟造影は膀

胱相での痩孔確認は困難で診断率はきわめて低いとい

われているが13),腎 機能や上部尿路系の情報も得られ

有用であり,先 に述べたごとく,膀 胱炎症状を示すこ

とが多く,こ とに男性の場合,複 雑性尿路感染症を考

慮に入れなければならず,必 須の検査であると思われ

る.繧 孔証明は,本 邦報告例43例 中27例62.8%に 証 明

されており,な いものは8例,不 明が8例 である.治

療法については,結 腸憩室症は外科的治療を要すこと

は少ないが,合 併症を生 じた場合には外科的治療が当

然必要となる,術 式に関しては,各 種の手術が施行さ

れているが,最 近は一期的なS状 結腸部分切除および

膀胱部分切除が好成績をおさめている,こ れは待期手

術による術前処置などが可能であるため と思われ,ま

た抗生剤の発達,術 前術後管理の進歩に より,one一
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stageoperationが 好成 績 をお さめ る結 果 と な っ た と

考 え る.し か し,Rayら12)は,1)急 性 経 過 を とる も

の,2)膿 瘍 合 併 症 お よび,3)蜂 窩 織炎 合 併例 に お い

て は,Multiple-stageoperationが 適 応 であ る と述

べ て い る.本 邦 で は15例 がone-stagcoperationを

施 行 され て お り好 成 績 で あ るが1例 縫 合 不 全 に よ り,

Multiple-stageoperationが 余 儀 な く され た もの も

あ るID.術 式 に つ い て は個 々 の症 例 に よ り充 分 な検 討

が必 要 と思 わ れ た.

結 語

S状 結腸憩室症に合併した結腸膀胱塵の1治 験例を

報告し,本 邦報告43例 を若干の文献的考察を加え検討

した.

稿を終 るにあた り東海大学教授 河村信夫 先生にお校閲 を頂

き深謝いた します.な お,本 論文 の要 旨は,第426回 日本泌

尿 器科学 会東京地方会 にて発表 した.
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